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CKD:慢性腎臓病
• 岐阜大学に腎臓学講座がないため
人材育成困難

• 2015年4月～2018年
岐阜大学CKD医療連携講座

• 2019年度
厚労省ＣＫＤ診療連携構築
モデル事業採択

• 2020年
県医師会主導：CKDワーキング会議

• 2002年2月
米国から「CKD」の概念提唱

• 2007年9月
日本腎臓学会「CKD診療ガイド」初版

• 2012 年 6 月
「CKD 診療ガイド 2012」

• 2017 年
日本腎臓学会，日本腎不全看護学会，
日本栄養士会，日本腎臓病薬物療法学会
「腎臓病療養指導士制度」

• 2018年
「エビデンスに基づく

CKD診療ガイドライン」

• 2019年
腎臓病療養指導士の育成



①かかりつけ医と腎臓診療医の連携

• 情報の共有：統一フォーマット

• 定期的受診：フォローアップ

②モデル地区設定
１）かかりつけ医ー腎臓診療医ー保健師
２）かかりつけ医ー腎臓診療医
３）かかりつけ医ー保健師
③腎臓病療養指導士の育成：今後の課題
④市民啓発活動：今後の課題



専門医療機関のネットワーク

腎臓診療医：腎臓専門医、CKD対策協議会認定の医師

中部国際医療センター 美濃加茂市健康のまち1丁目１



岐阜県CKD対策のゴール

• 目標値設定：新規透析導入数

2014年 571

2015年 626

2016年 616

2017年 616

2018年 621

2019年 598

平均は約600 

• 年間15名削減→7年後 新規導入500名以下


